
【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年11月13日

【四半期会計期間】 第８期第３四半期(自　平成30年７月１日　至　平成30年９月30日)

【会社名】 株式会社Aiming

【英訳名】 Aiming Inc.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　椎葉　忠志

【本店の所在の場所】 東京都渋谷区代々木二丁目１番１号

【電話番号】 （０３）５３３３－８４２４（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理グループゼネラルマネージャー　渡瀬　浩行

【最寄りの連絡場所】 東京都渋谷区代々木二丁目１番１号

【電話番号】 （０３）５３３３－８４２４（代表）

【事務連絡者氏名】 取締役経営管理グループゼネラルマネージャー　渡瀬　浩行

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

EDINET提出書類

株式会社Ａｉｍｉｎｇ(E31348)

四半期報告書

 1/20



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第７期

第３四半期
連結累計期間

第８期
第３四半期
連結累計期間

第７期

会計期間
自　平成29年１月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年１月１日
至　平成30年９月30日

自　平成29年１月１日
至　平成29年12月31日

売上高 (千円) 4,987,790 5,519,448 6,829,450

経常損失(△) (千円) △1,930,036 △1,142,426 △2,947,561

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △1,951,254 △1,158,696 △2,972,055

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △1,964,730 △1,160,390 △2,984,965

純資産額 (千円) 4,134,544 1,964,273 3,126,264

総資産額 (千円) 6,328,824 5,292,442 6,969,370

１株当たり四半期(当期)
純損失金額(△)

(円) △58.17 △34.46 △88.59

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 65.0 36.8 44.6
 

　

回次
第７期

第３四半期
連結会計期間

第８期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

自　平成30年７月１日
至　平成30年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △29.84 △0.58
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四

半期(当期)純損失であるため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業

等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動に対する懸念は

あったものの、雇用・所得環境の改善が続き、緩やかな回復基調で推移しました。

　このような状況の中、国内のスマートフォン向けオンラインゲーム市場は、国内ゲーム会社による知名度の高い

アニメやゲームを題材としたタイトルが増えてきたことに加えて、海外ゲーム会社からの参入も目立ってきており

ます。また、競合各社による個別タイトルのシェア争いにおいては、配信前からお客様への認知度を高めるための

先行マーケティングや、さらなる品質の向上もみられ、スマートフォン向けオンラインゲームの事業環境は厳しさ

を増しております。

　当社グループにおきましては、オンラインゲーム事業のさらなる成長及びシェアの拡大を目指し、サービス中タ

イトルの拡充と開発中タイトルの準備を進めてまいりました。

　サービス中タイトルにつきましては、『剣と魔法のログレス　いにしえの女神』において、有名IPとのコラボ

レーションや新しいガチャ施策を行ったことで、アクティブユーザー数の維持と課金ユーザー数の改善に努めまし

た。また、『キャラバンストーリーズ』において、2018年７月10日より台湾・香港・マカオ向けに繁体字版のサー

ビスを開始し、同年９月26日には全世界ユーザー数が200万人を突破しました。

　開発中タイトルにつきましては、株式会社スクウェア・エニックス様との共同タイトル『ゲシュタルト・オー

ディン』の事前登録を2018年９月20日に開始しました。

 

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績については、『剣と魔法のログレス　いにしえの女神』の売

上高は減少傾向にあるものの、『キャラバンストーリーズ』の国内版と繁体字版の配信などにより、売上高は前年

同四半期に比べ増加しました。一方、コスト面においては、開発中タイトルの共同事業化に伴い人件費や業務委託

費が減少した結果、売上高は5,519百万円（前年同四半期比10.6％増）、営業損失は1,120百万円（前年同四半期は

営業損失1,926百万円）、経常損失は1,142百万円（前年同四半期は経常損失1,930百万円）となり、親会社株主に帰

属する四半期純損失は1,158百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失1,951百万円）となりまし

た。
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(2) 財政状態の分析

資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,676百万円減少し、5,292百万円となりました。これは主とし

て、未収入金の増加463百万円があったものの、現金及び預金の減少2,011百万円、売掛金の減少171百万円によるも

のであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ514百万円減少し、3,328百万円となりました。これは主として、

未払金の減少379百万円によるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ1,161百万円減少し、1,964百万円となりました。これは主とし

て、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上による利益剰余金の減少1,158百万円によるものであります。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、886,158千円であります。なお、当第

３四半期連結累計期間における研究開発活動の状況の重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 34,493,500 34,493,500
東京証券取引所
（マザーズ市場）

単元株式数は100株でありま
す。

計 34,493,500 34,493,500 ― ―
 

　（注）提出日現在発行数には、平成30年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年７月１日～
平成30年９月30日

― 34,493,500 ― 2,929,863 ― 2,919,863
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成30年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

874,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

33,617,000
336,170

株主としての権利内容に何ら限定のな
い当社における標準となる株式であり
ます。また単元株式数は100株であり
ます。

単元未満株式
普通株式

2,500
― ―

発行済株式総数 34,493,500 ― ―

総株主の議決権 ― 336,170 ―
 

 

② 【自己株式等】

平成30年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）
株式会社Aiming

東京都渋谷区代々木二丁目１番１号 874,000 ― 874,000 2.53

計 ― 874,000 ― 874,000 2.53
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年７月１日から平成

30年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年１月１日から平成30年９月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,115,737 3,104,106

  売掛金 1,084,646 913,509

  仕掛品 808 54,242

  貯蔵品 101 373

  未収入金 109,187 573,096

  その他 127,383 137,981

  流動資産合計 6,437,865 4,783,309

 固定資産   

  有形固定資産 67,711 61,209

  無形固定資産 49,305 40,146

  投資その他の資産 414,488 407,777

  固定資産合計 531,505 509,133

 資産合計 6,969,370 5,292,442
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 228,505 125,489

  1年内返済予定の長期借入金 1,049,520 775,920

  未払法人税等 12,574 13,161

  賞与引当金 ― 65,714

  未払消費税等 ― 100,865

  その他 872,499 539,985

  流動負債合計 2,163,099 1,621,137

 固定負債   

  長期借入金 1,663,700 1,700,160

  長期未払金 16,306 6,871

  固定負債合計 1,680,006 1,707,031

 負債合計 3,843,106 3,328,168
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成29年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,929,863 2,929,863

  資本剰余金 2,930,772 2,930,772

  利益剰余金 △2,347,605 △3,506,302

  自己株式 △404,160 △404,160

  株主資本合計 3,108,868 1,950,172

 その他の包括利益累計額   

  為替換算調整勘定 1,386 △313

  その他の包括利益累計額合計 1,386 △313

 新株予約権 16,000 14,400

 非支配株主持分 9 14

 純資産合計 3,126,264 1,964,273

負債純資産合計 6,969,370 5,292,442
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

売上高 4,987,790 5,519,448

売上原価 2,949,128 2,418,676

売上総利益 2,038,661 3,100,772

販売費及び一般管理費 3,965,289 4,221,004

営業損失（△） △1,926,627 △1,120,232

営業外収益   

 受取利息 192 174

 為替差益 - 901

 受取手数料 2,900 1,314

 雇用調整助成金 2,480 1,020

 その他 337 1,219

 営業外収益合計 5,910 4,630

営業外費用   

 支払利息 5,968 13,703

 持分法による投資損失 549 -

 支払手数料 1,458 12,921

 その他 1,343 200

 営業外費用合計 9,319 26,825

経常損失（△） △1,930,036 △1,142,426

特別利益   

 新株予約権戻入益 ― 1,600

 特別利益合計 ― 1,600

税金等調整前四半期純損失（△） △1,930,036 △1,140,826

法人税、住民税及び事業税 14,296 17,863

法人税等調整額 18,773 -

法人税等合計 33,070 17,863

四半期純損失（△） △1,963,107 △1,158,690

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△11,852 6

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,951,254 △1,158,696
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

四半期純損失（△） △1,963,107 △1,158,690

その他の包括利益   

 為替換算調整勘定 △1,623 △1,700

 その他の包括利益合計 △1,623 △1,700

四半期包括利益 △1,964,730 △1,160,390

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △1,952,877 △1,160,396

 非支配株主に係る四半期包括利益 △11,853 5
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日　至　平成30年９月30日)

　(会計方針の変更)

「従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引に関する取扱い」(実務対応報告第36

号　平成30年1月12日。以下「実務対応報告第36号」という。)等を平成30年４月１日以後適用し、従業員等に対

して権利確定条件付き有償新株予約権を付与する取引については、「ストック・オプション等に関する会計基

準」（企業会計基準第８号　平成17年12月27日）等に準拠した会計処理を行うことといたしました。

ただし、実務対応報告第36号の適用については、実務対応報告第36号第10項(3)に定める経過的な取扱いに

従っており、実務対応報告第36号の適用日より前に従業員等に対して権利確定条件付き有償新株予約権を付与し

た取引については、従来採用していた会計処理を継続しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

　１ 財務制限条項

　　　借入金1,200,000千円（平成30年３月13日締結のコミットメントライン契約）には、以下の財務制限条項が付され

ております。

・各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表における純資産の部の金額を平成29年12月期比75％以上に維持

すること。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年１月１日
　至 平成30年９月30日)

 減価償却費 31,430千円 25,735千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成29年１月１日　至　平成29年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成30年１月１日　至　平成30年９月30日)

１　配当金支払額

該当事項はありません。

 
２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、オンラインゲーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目

前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
至　平成29年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年１月１日
至　平成30年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額（△） △58円17銭 △34円46銭

 　(算定上の基礎)   

 　親会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）(千
円)

△1,951,254 △1,158,696

 　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失
金額（△）(千円)

△1,951,254 △1,158,696

 　普通株式の期中平均株式数(株) 33,542,943 33,619,500

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損

失金額であるため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成30年11月13日

株式会社Aiming

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  轟　芳英　　　　　　    印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  小出　健治　　　　　    印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Aimingの

平成30年１月１日から平成30年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平成30

年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年１月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社Aiming及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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